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permeance coefficientat maximum energy product
reversible permeability
temperature coefficientof magnetic flux density


































って完全消磁ができる利点がある。第2.2図は, Pt-Co合金電極素材(2. 4 mmや×20mm）の減
磁特性を，ポールコイル法で閉磁路構成で測定した結果である。第2.3図は，試料振動型磁力計


















　forcing DC vol↑agevs. graphite [V〕
Pt-Co originalelectrode: 0.3 mmφX 10 mm
polishing bulk liquid: H（l














と, 0. 5 V vs. Cの附近からＣｏ３゛イオンの生成によってアノード合金電極の近傍の液が緑色化し
た。この緑色化の程度は, 1.4 V vs. Ｃまでは電位の上昇と共に濃くなって，研摩比は1.4V ｖs･
Ｃまでは研摩電位の増加に比例じて高くなった。しかしながら，この電位範囲までは，電極表面
が次第に粗雑化する傾向にある。この粗雑化の原因は，金属のアノード溶解速度がその生成物の


















　　　　　　Pt-Co originalelectrodei 0.3 mmφxlOmm
　　　　　　polishing bulk liquid : HCI
l































































































coefRcient of viscosity of the coating resin　［ｃｐ］
drawing up speed of ａ microelectrode
　from the coating resin
drying temperature
drying time












































































































































































































































from frontal to dis↑(】I
movable　dis↑once
from lo↑eraI to medic】l
movable　dis↑once














































































Ag/AgCl電極（20°C, pH7の0. 9% NaCl溶液中での飽和カロメル電極に対する平衡電極電位
























































































周波数依存性を計算したものである。この結果によると，数10 Hｚ～数100 Hz の周波数帯域





























electrode Pt-Co Pt Ｗ
equilibrium potential（mv vs. SCE) 140 450 -160
polarization resistance(Mfi) 50 15 0.24
double layer capacity （μF） 10 ’30 80























波数域;20 Hｚ～300 kHz, 分解能帯域幅10 Hｚ～10 kHz, 平均ソイズレベル25 nV at 10 Hz パソ
ド幅）で電極雑音スペクトルを測定した。この時の測定初段増幅器としては，超低バイアス電流
で高入力インピーダンスの増幅器BB 3431 K (バイアス電流±0.1 pA,最大入力電流雑音0.01





ル密度を計算して求めた。この結果によると, 100 Hｚ～100 kHz の周波数範囲では実測値と理論
値がほぽ一致し，その特性がf-0.8に比例している。したがって，この周波数範囲での電極雑音
は主として抵抗性熱雑音であり，電極インピーダンスの抵抗成分から電極雑音電圧の実効値を予









































shape ■-0.3 mmφX80 mm
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Scale: L for n)A2),W【】nd L for (3)















で，使用した電極寸法は0. 25 mmや×80 mm で，電極インピーダンスは1 kHz で300 kn （直
列等価抵抗90 kO, 直列等価容量600 PF）であった。特に，同図（ａ）は猫の上シルヴィウス
皮質回で，４個の近接ニューロソから最初の観測に成功した同時記録波形である。この時の４種
類のニューロソの脳内局在範囲は0. 35 mmや×0. 2 mmの円柱状組織内であって，同図では，各




は0. 35 mmや×０．４ｍｍの円柱領域内であった。特に, No. 1， 2，4の各ニューロンの受容野は




































































生成工程の複雑さや膜の特異性が伴うので，候補としては, Fe, Co, Niの単一遷移金属に限定
した。そこで，金属の磁化容易軸数を比較すると. Fe (休心立方格子）は３軸, Co (詞密六方


























は，硫酸ニッケル30 g/1， クェソ酸ナトリウム10 g/ら　コハク酸ナトリウム20 g/1， グリシソ
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magnetic contact length:70 mm
Ni lover thickness : 20;jn)




































subslrole : Pyrex glass(10×10×1mm )
Ni　l°yer　thickness: 20um
heot circumstonce : A「













substrate ； Pyrex glass (10×10×1
N目〇yer thickness s　20jjm





































































Ni lover thickness : 20 urn
召:F一Hば10×10 mm plane】
heat circumstance : A「
△:10 minutes



























































heat treatmen)　lime s 30minutes
heat circumstance s H2
weight 0f 0 glass pipette: 0.014 g
300　400　500　600　700

































































































A._ :no capocitonce shield
inpu↑level : 50 mVp-p




























































（b）LED（red 560nm J green 555nni) responses
第4.32図　鯉の網膜内での２種類のニューロンの光刺激反応電位の同時記録波形
ソランゾとＬＥＤ光を用い，必要に応じて干渉フィルタや減光フィルタを用いた。使用したガラ















initiol moximum【】ction poientiol : 20niV
recorded position In depth : 240 ;jn









時の両電極記録波形から判断して，電極Ｎ０． １ から電極Ｎ０． ２への活動電位の漏話は殆んど無
視し得ることが判る。
　一方，第4.32図は鯉の網膜内のほぽ同一深さ位置にある２種類の水平細胞の光刺激反応特性
を調べた時の波形である。特に，同図（ａ）の波形は，左側から700, 660, 620, 580, 540, 500,
460, 420 nm の各単色波長のハロゲンランプ光刺激に対する細胞内反応電位で，この時の２種類
の水平細胞はＬ型反応細胞であることが判る。さらに，この時の分光特性を細く調べてみると，















































































(6) cross defection of
　window upper level
(7) ou↑put pulse of
　　(5)A(6)
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(3) went occurrence detec






(10) event processing reset;
(ll)evenl co↑egory register:
(12)CPU dora processing
(o) interruption processing a data ･acquisition
(b) data tronsformation Into floating point



























































































































































































































　inner processinguntil following　data accept【】nee　　40
　occeptable minimum event　pulse interval　　　180
　escape from disk write rou↑ine
dafa handling :
　dot【】transform【】↑ioninto floa↑ing poin1 format































































　　　　　　　T:time interval between extremum timepoints
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(7) Close time in↑erval











n41 CPU interruption :
(15) extremum　level　S
　StO↑us dots selection s
116□ime interval
　counter 'data selectfon:
(17) data transmitted ；
tieiprocessing　end　:
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性として, No. 1ニューロンがバースト的に連続活勤し，その時の平均パルス周期が3 msec, 標




























15 14 13 12 II 10 9 8 76 5 4 3 2 1 0
number　of　exiremum　points
LSB phase p(･Hern(!:?FMS日 number of phases
　mean　value-－－－--　　　　　　l for time interval　　--一一
　standard　deviation
mean　value











odditionol time proper･y（9詫即俘;B°burst ij Ｐ ８ゆ
standord　deviQlion mean　value
















































































































































































一番高い４・｡－ロンがＮ０, １ であったのが，８秒経過後にはNo. ３自身の９一一ｐンが引続き
活動する確率がｰ･･番高くなって，バースト的な連続活動に変移することが推測できる。一方，





























　　　　　→　　　→　　　－Max Pni I C/(0 =pi　→xE:Ci(t+D






























































































total number of e≪tremum　pointss 1276
dal0 acquisition　time duration: 39 sec.
O ! screening　processing ( I-st step algorithm )
△:examination　processing
　of abnormol data　( 2-nd・）
ロ:physical and logjcol
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Scale :35 msec/hor. bar j 54 unlt/vert, bar
第5. 56図　実時間相関演算表示装置による相互
　　　　　　相関コレログラム
　各ニューロンの受容野と適刺激は，①Ｎ０． １ ニューロンが第２指の甲で毛刺激，②Ｎ０. 2 ニ




第5.56図はこの装置を用いて，特に, No. 2 のニューロンの活動を基準にして, No. 1，Ｎ０.3，
Ｎ０.4の各ニューロンとの活動パルス相互相関コレログラムを求めた結果を示したものである。
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第5. 57図　つづき
-





















































































秒，相関演算期間250 msec, 相関遅延単位2 msec として，最大の相関値に応じて縦座標のレベ
ルの倍率を自動的に変化させて自動スケーリングで表示した。







激前では無相関であった第２指の甲に受容野を持つＮ０． １ ニューロンが，20 msec 後に活動する
性質が見られる。一方，第３指に受容野を持つＮ０． ４ ニ●。－ｐｙは15 msec の遅れで活動し，
受容野と適刺激が不明なＮ０． ３ のニューロンには5 msec の活動時間遅延が見られる。そして，
Ｎ０．３ ニューロンの活動はＮ０． １ ニューロンの活動に約10 msec 先行し, No. ３ とＮ０．４ のニ
ューi=･ン間には刺激前後の活動パターンに差が見られない。このような刺激前後の相関コンログ
ラムの違いから，刺激に伴うニューロソ間の活動伝搬のモデルを求めたのが第5.58図である。
ここで, No. ２ からＮ０． １ ニューロンヘの活動伝搬時間遅れが20 msec となっているが，この





























































76.8^, Co : 23.2%)を生体電極素材として初めて使用した。そして，電解研摩によって合金
電極先端部を尖鋭化するための最適電解研摩条件を求め，塩酸電解溶液中での最適研摩電位が
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